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少子高齢社会において、子どもを産み育て、男女がとも

に働く喜びを感じることができる社会の実現は、企業と行政

が協働で取り組むべき重要な課題です。 

誰もが多様な働き方や暮らし方を選択でき、活力ある豊

かな社会を実現するため、北九州市では、子育て支援や男

女がともに働きやすい環境づくりなど、ワーク・ライフ・バラン

ス（仕事と生活の調和）の推進に取り組む企業・団体・個人

を表彰し、その取組内容を広く皆様に情報提供しています。

この度、平成２４年度、第６回の受賞者を下記のとおり決

定し、去る１１月２２日北九州市役所にて表彰式を行いまし

た。 （※詳細は、折込みチラシをご覧ください。）

市長賞 

個人部門 

株式会社 ソルネット   情報処理サービス業
八幡東区中央 2-8-13    従業員数：214 人（うち女性 63 人）

充実した休暇制度の利用促進や長時間労働の是
正、定期的な社員満足度調査の実施など、働きやす
い職場環境を整備している。

株式会社 陽 和    製造業
小倉南区大字朽網 3914-75   従業員数：85 人（うち女性 34 人）

伊藤 初江   会社員(新日鉄住金ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ株式会社)

杉井 隆造 会社員(株式会社安川電機）

休日を利用し、家族と一緒に１３年かけて手作り
で家を建てたマイホームパパ。家事や子育てを共働
きの妻と分担し、地域活動にも積極的に携わる。

奨励賞

株式会社 ゴトウ 介護事業

八幡西区上津役 3-3-6   従業員数：126 人（うち女性 110 人）

時計・宝石・めがねのヨシダ 小売業

門司区中町 1-21       従業員数：22 人（うち女性 13 人）

トップと従業員との信頼関係に基づき、子育て
や介護など個人の事情に配慮した柔軟な勤務体系
を構築している。

また、老舗の小売店として、清掃活動などの地
域貢献活動にも積極的に取り組んでいる。

有馬 広海 病院職員(福岡県済生会八幡総合病院）

南 充子 会社役員(北九州ヘルパーステーション）

ホームヘルパーとして活躍しながら、ボランティ
アで講師を務め、後輩の育成に携わる。地域活動や
自己啓発にも取り組むパワフルウーマン。

元重 香代 会社員(住宅設備施工会社）

整理収納アドバイザーとして、「物」の整理は「心」
を整理することと発信し続けながら、仕事と生活の
好循環を実践し、様々な相談にも応じている。

企業部門 個人部門 

【問い合わせ先】 北九州市子ども家庭局男女共同参画推進部  TEL：093-582-2405 

はじめよう！ﾜｰｸ・ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽ   ｈｔｔｐ：//wｌb-kitakyushu.jp  (北九州市ﾜｰｸ･ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽ推進協議会) 

企業部門 

　会社負担による人間ドック受診制度やメンタルヘ
ルス相談の実施、有給休暇の一斉取得の制度化など、
従業員満足度を重視した取組みを行っている。

　職場での社会貢献活動をはじめ、私生活でも難病
者支援活動やコミュニティ・ボランティア活動など
に取り組み、充実した生活を実践している。

　従業員の心身の健康増進や子育て参画推進を図る
ため、有給休暇を取得しやすい仕組みづくりや、従
業員の問題改善提案制度の導入など、現場の声を生
かした働き方の改善を行っている。

　仕事での知識を生かして、健康教室でのボランテ
ィアやPTA活動等の地域活動に取り組む一方、家族
と充実した時間を共有している。
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新部門「カタチのないデザイン」などで４件がグッドデザイン賞を受賞！

北九州市では、市内の中小企業がデザインの重要性を再認識し、デザインを活用して自社製品の高付加価
値化や競争力強化につなげていくことを目的として、市内企業がグッドデザイン賞を受賞し、自社製品の PR や
販路の拡大につなげるための支援を行っています。 

平成２４年度は、本市の「グッドデザイン賞受賞支援の助成金」を活用して４件が同賞を受賞しました。また、

１１月２３日～２５日に東京ビッグサイトで開催された「グッドデザイン賞受賞発表会」へ出展しました。 

エコヤギレンタル 

【問い合わせ先】 北九州市産業経済局新産業振興課 担当：福嶋、津村 TEL：093-582-2910 

グッドデザイン賞とは、公益財団法人日本デザイン振興会が主催する、日本で唯一の総合的デザインの

評価・推奨制度です。受賞総数は約 38,000 件にのぼります。毎年 3,000 点以上の新しいデザインが

応募され、グッドデザイン賞に相応しいデザインを選び推奨しています。 

エコヤギレンタル

除草作業に草食動物であるヤギを動員し、草を「えさ」として与えることで、刈草

の廃棄物処理の削減につながります。さらに、草刈機を使用しないため、燃料や

二酸化炭素の排出も減らせるといった地球環境にやさしいエコサービスであり、こ

うした｢仕組みのデザイン｣が評価されました。 

このサービスは、今まで類似のものがなく、建設業界において全国初の取組みです。 

重複・頻回受診者保健指導サービス

医療のレセプトデータを解析し、同じ病気で

複数の医療機関を受診する患者（重複受診

者）や、同じ傷病について同一月内に同一診

療科目を多数回受診する患者（頻回受診者）

に対し、自宅訪問などによる保健指導を行

い、健康づくりと医療費の適正化を図るサー

ビスです。 

今までにない新たな「ビジネスデザイン」が

評価されました。 

このたびの「グッドデザイン賞」では、これまでの生活、産業、公共のデザイン部門に加え、新たに「情報デザ

イン」や「仕組みのデザイン」部門などが設定されました。 

 この新たな部門において、ヤギをレンタルして除草作業を行うエコヤギレンタルや、㈱日本医事保険教育協会

による保健指導サービスの「取組み(カタチのないデザイン)」が高く評価され、グッドデザイン賞を受賞しました。 

また、セルフビルドが可能な「積み木工法」を用いて東日本大震災の被災地で建築した集会所や、都心等の

狭小地で解放的な空間を実現した住宅も同賞を受賞しました。 

WOOD×STEEL HOUSE

都心の狭小地における、「木と鉄のハイブリッド構造」を採用した大空間を持つ住宅です。 

細長い（間口５m／奥行１５m）敷地においてもローコストで可能な限り大きな空間、ライフ

スタイルや家族構成の変化にも対応可能です。 

この住宅は、鉄骨を門型に組んだものを並べ、間を木の梁で繋いでいます。鉄骨造と木

造のハイブリッド構造により、短辺方向に壁やブレースが不要となり、間口を広く有効利用

でき、短冊敷地における住宅建築の新しい可能性を見い出しました。 

この住宅では、都心等の住宅密集地においても採光や景色を有効活用することができ、

同様な敷地での普遍性を生む可能性があるデザインであると言えます。 

ミクニ建設㈱  

㈱日本医事保険教育協会 

小さな積み木の家〈集会所〉

森林の成長過程において、密集化する木を間引くことで間伐材が

生じます。その間伐材を利用した集成材を、専門的な大工技術を必

要としないボルト接合により組み立てる「積み木の家の工法」を用い

た集会所です。セルフビルド・移設・増築が可能なうえ、断熱や調湿

にも優れています。 

東日本大震災の津波によって被災した気仙町今泉地区に、住民

とボランティアの方々と一緒に建設し、復興の拠点となるように進め

てきた「絆のデザイン」が高く評価されました。 

九州産業大学矢作昌生研究室、九州工業大学徳田光弘研究室、

矢作昌生建築設計事務所 

矢作昌生建築設計事務所 

WOOD×STEEL  HOUSE 

デザインによる高付加価値化、競争力強化を支援します！

〜北九州市の助成制度を活用したグッドデザイン賞の受賞は、３年連続合計９件！〜
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【問い合わせ先】 北九州市産業経済局企業立地支援課 担当：倉本、中嶋 TEL：093-582-2065 

【問い合わせ先】（公財）北九州産業学術推進機構 中小企業支援センター  担当：小嶋 TEL：093-873-1430 

平成２４年度「販路開拓支援プロジェクト」
支援企業・製品紹介④

中小企業支援センターでは、「販路開拓支援プロジェクト」として、独自の技術や製品を持つ中小企業を対象

に、営業戦略構築から営業ルートの開拓まで一貫した支援を行っています。 

本年度当プロジェクトに選定された４製品について、シリーズで紹介する最終回です。 

外観検査装置 
本製品は画像診断技術を応用し、通常は作業者によって行われている目視

検査・目視確認を自動化することで、生産性と品質の向上を実現します。 

お客様のニーズに合わせた専用プログラムの開発により、量産品モデルで

は対応できない、人の目に近い検査システムを提供できます。そのメリットとし

て、以下の点が挙げられます。 

①ワーク元々の傷とイレギュラーな傷の判別が可能です。

②外部環境（ホコリ、照明等）に合わせた調整ができます。

③様々なワークサイズに対応することができます。

④作業者の負担軽減や作業のばらつきを解消することができます。

⑤検査内容に合わせ、前工程・後工程を含めたシステムの提案が可能です。

（公財）北九州産業学術推進機構と北九州市は、次世代自動車の構造と部品を現物を見て学ぶ「平成２４年

度 北九州・次世代自動車勉強会（車体構造編、パワートレーン電気部品編）」を開催しました。 

昨年の勉強会では、日産リーフから電気自動車の主要備品である電装部品（モータ・インバータ・バッテリ

等）を取り外し電気自動車の基本構造について学びましたが、参加者からもっと細かく分解して勉強したいとい

う要望を受け、今回は９月１４日に『車体構造編』、１０月１１日に『パワートレーン電気部品編』の２部構成の勉

強会を実施しました。 

『車体構造編』では、北九州日産モーター㈱から講師を招き、車体をさらに細かく分解して、実際に部品に触

れながら、車両構造の確認に加え、軽量化に向けた加工部品の特徴を学習しました。（１３社１８名参加） 

『パワートレーン電気部品編』では、㈱安川電機等から複数の専門家を招き、電気自動車の核となるパワー

トレーンユニット（モーター・インバータ・バッテリ等の電装部品）について、細かく分解した部品を見ながら、各

専門家がその構造・機能・特性等を産業用・家庭用などとの違いも交えながら解説しました。（１６社２２名参

加）

エンジン周辺部の説明を聞く受講生 

平成２４年度 北九州・次世代自動車勉強会開催 
～ 企業・学生が電気自動車について学びました ～ 

参加者からは、「開発のヒントが得

られた」、「自分で分解できたので分

かりやすかった」等の声が寄せられま

した。電気自動車の車体構造や部品

の動向等を勉強し、各企業の技術を

活かしていけるなど新たなビジネスチ

ャンスを発掘できる機会となりました。

株式会社 リョーワ（代表取締役 田中 裕弓） 

(本社）北九州市戸畑区小芝２丁目 8-8 (事業所)福岡県京都郡苅田町鳥越町 10-5

TEL：093-436-0113    FAX：093-436-4366    URL： http://www.e-ryowa.com

【事業内容】 油圧装置の設計・製作や配管工事、メンテナンスを行っています。 

分解された部品を眺める受講生 

視

で

し
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【問い合わせ先】   北九州市総務企画局企画課   担当：明瀬、居蔵 TEL:093-582-2135 

【問い合わせ先】 (公財)北九州産業学術推進機構 北九州知的所有権センター 担当：森、有薗 TEL:093-873-1432

【問い合わせ先】 北九州市産業経済局中小企業振興課 担当：木下、上野 TEL:093-873-1433

年末の中小企業融資の申込みはお早めに！ 
年内に融資を受けるためには、１２月１４日までの信用保証協会の受付が必要です。ご注意ください。

セーフティネット認定の申請や融資申込みはお早めにお願いします。 

平成２４年工業統計調査を実施します！ 
平成２４年工業統計調査は、従業者４人以上の全ての製造事業所を対象に、平成２４年１２月３１日を基準

日として実施します。１２月下旬から１月中旬にかけて調査員が伺い、調査票をお届けします。 

工業統計調査は、我が国における工業の実態を明らかにすることを目的とする政府の重要な調査で、統計

法に基づく報告義務のある基幹統計調査です。 

調査の結果は、中小企業施策や地域振興など、国及び地域行政施策のための基礎資料として利用、活用さ

れます。調査票にご記入いただいた内容は、統計作成の目的以外(税の資料など)に使用することは絶対にあ

りません。 

調査の趣旨・必要性をご理解いただき、ご回答をよろしくお願いいたします。 

詳細は、経済産業省のホームページ： http://www.meti.go.jp/statistics/tyo/kougyo/index.html をご覧くだ

さい。 

海外ビジネスにおける「知的財産活用方法とリスク」についてセミナーを行いました！

平成２４年１０月１８日(木)、第１２回産学連携フェアの会場内において「知的財産活用方法とリスク」をテー

マとするセミナーを開催しました。 

海外で知的財産支援に広く携わってきた海外知的財産プロデューサー茂木 裕之氏を講師にお迎えし、海

外ビジネスにおける知的財産の活用とリスクについて、現地での経験をもとにお話しいただきました。

中国やアジア諸国を中心として、講師が実際に経験した体験談や事例を交え、知的財産を活用する際に注

意すべきことや、どのような場合にトラブルが発生するか等について、解説をしていただきました。 

例えば、展示会に出展する前には、特許権（新しい発明を保護）だけではなく、その他の商標権（商品やサ

ービスに使用するマークの保護）や意匠権（物品のデザインを保護）についても十分注意する必要があり、知

的財産面での無防備な海外進出は技術流出や模倣品出現を招くおそれがあります。 

また、海外での名刺交換によって、名刺に記載されていた会社のロゴマークが知らない内に商標登録される

というトラブルに巻き込まれた事例や、秘密保持契約を結ばずに営業活動を行ったために技術情報が流出し

てしまった事例の紹介もあり、様々な場面での留意点について学びまし

た。 

さらに、言語の違いや文化的背景が違うことが原因で、特に大きな問題

になりやすい契約書作成の注意点についても教えていただきました。契約

書作成にあたってはどの言語を使用するか、契約書の解釈をどこの国の

法律で行うかなどの約束を事前に決めておく必要があるとのことでした。 

参加者からは、「契約するときのリスクを理解できた」、「海外ビジネスを

考える視点を学ぶことができた」、「事例を交えながらの講義で分かりやす

かった」などの声が寄せられ、海外実務を学ぶ有意義なセミナーになりま

した。 セミナーの様子 

経済産業省 

福岡県 

北九州市 


